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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ソースプロファイルに対応するデバイスの種類とデスティネーションプロファイルに対
応するデバイスの種類の組み合わせ、および、色のマッチング方法を判定する判定手段と
、
　前記判定の結果が、前記デスティネーションプロファイルに対応するデバイスの種類と
前記ソースプロファイルに対応するデバイスの種類との何れか一方が発光型デバイスであ
り、他方が非発光型のデバイスである第一の組み合わせを示し、前記マッチング方法とし
て測色的なマッチング方法を示す場合、前記ソースプロファイルに格納された第一の測色
値および前記デスティネーションプロファイルに格納された第二の測色値のうち、前記デ
バイスの種類が非発光型デバイスに対応するプロファイルに格納された測色値を変換して
、前記デバイスの種類が非発光型デバイスに対応するプロファイルに格納された測色値と
測定方法が異なる第三の測色値を生成する生成手段と、
　前記判定の結果が、前記第一の組み合わせを示さない場合、または、前記マッチング方
法として測色的なマッチング方法を示さない場合は前記第一および第二の測色値を用いて
画像データを色処理し、前記判定の結果が、前記第一の組み合わせを示し、前記マッチン
グ方法として測色的なマッチング方法を示す場合は前記デバイスの種類が発光型デバイス
に対応するプロファイルに格納された測色値および前記第三の測色値を用いて画像データ
を色処理する色処理手段とを有し、
　前記デバイスの種類が非発光型デバイスに対応するプロファイルに格納された測色値は
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、接触型測色器によって測定された測色値であることを特徴とする色処理装置。
【請求項２】
　前記生成手段は、前記変換する測色値が格納されたプロファイルから変換情報を取得す
る取得手段、および、前記変換情報を使用して前記測色値を変換する変換手段を有するこ
とを特徴とする請求項1に記載された色処理装置。
【請求項３】
　前記変換情報は、前記接触型測色器の測色値と、周囲光などの影響を含めた測定が可能
な非接触型測色器の測色値の対応関係を示すことを特徴とする請求項2に記載された色処
理装置。
【請求項４】
　画像の色を変換する色処理装置であって
　入力デバイスのプロファイル、出力デバイスのプロファイル、色のマッチング方法の選
択情報を入力する入力手段と、
　前記入力デバイスのプロファイルと前記出力デバイスのプロファイルの組み合わせ、お
よび、前記色のマッチング方法に基づき、前記プロファイル内の測色値を補正するか否か
を判定する判定手段と、
　前記補正が必要と判定される場合、前記プロファイルのうち物体色デバイスのプロファ
イル内の測色値を、接触型測色器によって測定される測色値から、周囲光などの影響を含
めた測定が可能な非接触型測色器によって測定される測色値に変換する変換手段と、
　前記補正が不要と判定される場合は前記入力デバイスのプロファイルの測色値および前
記出力デバイスのプロファイルの測色値を用いて前記色の変換を行い、前記補正が必要と
判定される場合は前記プロファイルのうち前記物体色デバイスではないデバイスのプロフ
ァイルの測色値および前記変換手段によって得た測色値を用いて前記色の変換を行う色変
換手段とを有することを特徴とする色処理装置。
【請求項５】
　前記判定手段は、前記プロファイルの組み合わせが、前記入力デバイスが光源色デバイ
スであり前記出力デバイスが前記物体色デバイスである組み合わせ、または、前記入力デ
バイスが前記物体色デバイスであり前記出力デバイスが前記光源色デバイスである組み合
わせを表し、前記色のマッチング方法が測色的なマッチング方法である場合に前記補正が
必要と判定することを特徴とする請求項4に記載された色処理装置。
【請求項６】
　前記変換手段は、前記物体色デバイスのプロファイル内のマトリクスを用いて前記測色
値の変換を行うことを特徴とする請求項4または請求項5に記載された色処理装置。
【請求項７】
　判定手段、生成手段、色処理手段を有する色処理装置による色処理方法であって、
　前記判定手段が、ソースプロファイルに対応するデバイスの種類とデスティネーション
プロファイルに対応するデバイスの種類の組み合わせ、および、色のマッチング方法を判
定し、
　前記判定の結果が、前記デスティネーションプロファイルに対応するデバイスの種類と
前記ソースプロファイルに対応するデバイスの種類との何れか一方が発光型デバイスであ
り、他方が非発光型のデバイスである第一の組み合わせを示し、前記マッチング方法とし
て測色的なマッチング方法を示す場合、前記生成手段が、前記ソースプロファイルに格納
された第一の測色値および前記デスティネーションプロファイルに格納された第二の測色
値のうち、前記デバイスの種類が非発光型デバイスに対応するプロファイルに格納された
測色値を変換して、前記デバイスの種類が非発光型デバイスに対応するプロファイルに格
納された測色値と測定方法が異なる第三の測色値を生成し、
　前記判定の結果が、前記第一の組み合わせを示さない場合、または、前記マッチング方
法として測色的なマッチング方法を示さない場合、前記色処理手段が、前記第一および第
二の測色値を用いて画像データを色処理し、
　前記判定の結果が、前記第一の組み合わせを示し、前記マッチング方法として測色的な
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マッチング方法を示す場合、前記色処理手段が、前記デバイスの種類が発光型デバイスに
対応するプロファイルに格納された測色値および前記第三の測色値を用いて画像データを
色処理し、
　前記デバイスの種類が非発光型デバイスに対応するプロファイルに格納された測色値は
、接触型測色器によって測定された測色値であることを特徴とする色処理方法。
【請求項８】
　入力手段、判定手段、変換手段、色変換手段を有し、画像の色を変換する色処理装置の
色処理方法であって、
　前記入力手段が、入力デバイスのプロファイル、出力デバイスのプロファイル、色のマ
ッチング方法の選択情報を入力し、
　前記判定手段が、前記入力デバイスのプロファイルと前記出力デバイスのプロファイル
の組み合わせ、および、前記色のマッチング方法に基づき、前記プロファイル内の測色値
を補正するか否かを判定し、
　前記補正が必要と判定される場合、前記変換手段が、前記プロファイルのうち物体色デ
バイスのプロファイル内の測色値を、接触型測色器によって測定される測色値から、周囲
光などの影響を含めた測定が可能な非接触型測色器によって測定される測色値に変換し、
　前記補正が不要と判定される場合、前記色変換手段が、前記入力デバイスのプロファイ
ルの測色値および前記出力デバイスのプロファイルの測色値を用いて前記色の変換を行い
、
　前記補正が必要と判定される場合、前記色変換手段が、前記プロファイルのうち前記物
体色デバイスではないデバイスのプロファイルの測色値および前記変換によって得た測色
値を用いて前記色の変換を行うことを特徴とする色処理方法。
【請求項９】
　コンピュータを請求項1から請求項6の何れか一項に記載された色処理装置の各手段とし
て機能させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像データの色処理に関する。
【背景技術】
【０００２】
　パーソナルコンピュータやワークステーションの普及に伴い、デスクトップパブリッシ
ング(DTP)やコンピュータ支援設計(CAD)が広く使用されている。このような中で、コンピ
ュータによってモニタ上に再現される色と、記録媒体上に再現される色をマッチングする
色再現技術が重要になった。例えば、DTPは、モニタ上でカラー画像の作成、編集、加工
を行い、成果物としての画像をカラープリンタで印刷するワークフローである。このよう
なワークフローにおいて、モニタ上の画像の色とプリンタが出力した画像の色が知覚的に
一致することが望まれる。
【０００３】
　モニタとプリンタのような異なるデバイス間で色をマッチングさせるには、カラーマネ
ージメントシステム(CMS)を用いる。CMSは、カラーマネージメントモジュール(CMM)およ
びデバイスプロファイルから構成される。そして、入力デバイスに対応するソースプロフ
ァイルと出力デバイスに対応するデスティネーションプロファイルを用いて、入力画像と
出力画像のカラーマッチングを実現する色変換処理を行う。
【０００４】
　図1はモニタの色空間（モニタRGB）からプリンタの色空間（プリンタRGB）への色変換
処理を示す図である。この場合、入力デバイスのモニタのプロファイルがソースプロファ
イル11であり、出力デバイスのプリンタのプロファイルがデスティネーションプロファイ
ル12である。
【０００５】



(4) JP 5371196 B2 2013.12.18

10

20

30

40

50

　CMM 10は、モニタRGBの画像データをデバイスに依存しない色空間(DIC)の例えばLabデ
ータに変換する。そして、ソースプロファイル11が示すモニタの色域に含まれるLabデー
タを、デスティネーションプロファイル12が示すプリンタの色域にマッピングする。さら
に、マッピング後のLabデータをプリンタRGBの画像データに変換する。つまり、DICにお
いて色域マッピングを行うことで、異なるデバイス間における色のマッチングを実現する
。
【０００６】
　モニタの測色値は、多くの場合、測色器を画面に密着させ、外部の光の影響をなくして
測定される。同様に、記録媒体のような光を反射する被測定物についても、測色器を被測
定物に密着させ、外部の光の影響をなくして測定される。一般に、接触型の測色器は短時
間で測色することができる特徴をもつ。
【０００７】
　スキャナやプリンタの測色は、記録媒体の反射光を測定することで行われる。一方、モ
ニタの測色は、モニタが自ら発光する光を測定することで行われる。モニタのようなデバ
イスを発光測色デバイスまたは発光型のデバイスと呼ぶことにする。また、発光型のデバ
イスに対して、スキャナやプリンタのようなデバイスを反射光測色デバイスまたは非発光
型のデバイスと呼ぶことにする。
【０００８】
　図1に示す色変換処理を用いる場合、入出力デバイスがどちらも反射光測色デバイスで
あればであれば、観察環境の周囲光の影響はほぼ等しく、接触型の測色器による測色値を
用いて色のマッチングが実現できる。入出力デバイスがどちらも発光測色デバイスの場合
は、観察環境の周囲光の影響は比較的小さいため、接触型の測色器による測色値を用いて
色のマッチングが実現できる。
【０００９】
　記録媒体に印刷されたプリンタの出力画像の色は観察環境の周囲光の影響を受け、周囲
光が変化すれば色が変化してみえる。従って、入力デバイスがモニタ、出力デバイスがプ
リンタ等、発光測色デバイス（光源色デバイス）と反射光測色デバイス（物体色デバイス
）の組み合わせの色変換に接触型の測色器による測色値を用いると、必ずしも、忠実な色
のマッチング結果は得られない。言い換えれば、接触型の測色器による、発光測色デバイ
スと反射光測色デバイスの測色値は同等に扱うことができない。
【００１０】
　反射光測色デバイスの測色に、周囲光などの影響を含めた測定が可能な非接触型の測色
器を用いれば、発光測色デバイスと反射光測色デバイスの測色値を同等に扱うことができ
、高精度の色のマッチングが実現されると考えられる。しかし、接触型の測色器に比べて
、非接触型の測色器の普及は低く、また、非接触型の測色器による測定には時間が掛かり
、効率的な測色が難しい。
【００１１】
【特許文献１】特開平9-214786号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　本発明は、発光型のデバイスと非発光型のデバイスの間で、精度の高い色のマッチング
を実現することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明は、前記の目的を達成する一手段として、以下の構成を備える。
【００１４】
本発明にかかる色処理は、ソースプロファイルに対応するデバイスの種類とデスティネー
ションプロファイルに対応するデバイスの種類の組み合わせ、および、色のマッチング方
法を判定し、前記判定の結果が、前記デスティネーションプロファイルに対応するデバイ
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スの種類と前記ソースプロファイルに対応するデバイスの種類との何れか一方が発光型デ
バイスであり、他方が非発光型のデバイスである第一の組み合わせを示し、前記マッチン
グ方法として測色的なマッチング方法を示す場合、前記ソースプロファイルに格納された
第一の測色値および前記デスティネーションプロファイルに格納された第二の測色値のう
ち、前記デバイスの種類が非発光型デバイスに対応するプロファイルに格納された測色値
を変換して、前記デバイスの種類が非発光型デバイスに対応するプロファイルに格納され
た測色値と測定方法が異なる第三の測色値を生成し、前記判定の結果が、前記第一の組み
合わせを示さない場合、または、前記マッチング方法として測色的なマッチング方法を示
さない場合は前記第一および第二の測色値を用いて画像データを色処理し、前記判定の結
果が、前記第一の組み合わせを示し、前記マッチング方法として測色的なマッチング方法
を示す場合は前記デバイスの種類が発光型デバイスに対応するプロファイルに格納された
測色値および前記第三の測色値を用いて画像データを色処理し、前記デバイスの種類が非
発光型デバイスに対応するプロファイルに格納された測色値は、接触型測色器によって測
定された測色値であることを特徴とする。
【００１５】
また、画像の色を変換する色処理であって、入力デバイスのプロファイル、出力デバイス
のプロファイル、色のマッチング方法の選択情報を入力し、前記入力デバイスのプロファ
イルと前記出力デバイスのプロファイルの組み合わせ、および、前記色のマッチング方法
に基づき、前記プロファイル内の測色値を補正するか否かを判定し、前記補正が必要と判
定される場合、前記プロファイルのうち物体色デバイスのプロファイル内の測色値を、接
触型測色器によって測定される測色値から、周囲光などの影響を含めた測定が可能な非接
触型測色器によって測定される測色値に変換し、前記補正が不要と判定される場合、前記
入力デバイスのプロファイルの測色値および前記出力デバイスのプロファイルの測色値を
用いて前記色の変換を行い、前記補正が必要と判定される場合、前記プロファイルのうち
前記物体色デバイスではないデバイスのプロファイルの測色値および前記変換によって得
た測色値を用いて前記色の変換を行うことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、発光型のデバイスと非発光型のデバイスの間で、精度の高い色のマッ
チングを実現することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本発明にかかる実施例の色処理を図面を参照して詳細に説明する。
【実施例１】
【００１８】
［装置の構成］
　図3は実施例の色処理装置300の構成例を示すブロック図である。
【００１９】
　図3において、CPU 301は、メインメモリ302のRAMをワークメモリとして、メインメモリ
302のROMやハードディスクドライブ(HDD)305に格納されたオペレーティングシステム(OS)
やプリンタドライバを含むプログラムを実行する。そして、USBインタフェイス(USB I/F)
308に接続されたキーボード311やマウス312によって入力されるユーザ指示に従い、後述
する画像処理を実行するとともに、システムバス314を介して、後述する構成を制御する
。
【００２０】
　シリアルATAインタフェイス(SATA I/F)303は、HDD 305をシステムバス314に接続するイ
ンタフェイスである。ネットワークインタフェイス304は、色処理装置300をネットワーク
313に接続するインタフェイスである。グラフィックアクセラレータ306は、カラーモニタ
306を色処理装置300に接続するインタフェイスである。また、USB I/F 308には、プリン
タ309などの入出力デバイスが接続される。



(6) JP 5371196 B2 2013.12.18

10

20

30

40

50

【００２１】
［装置の動作］
　次に、ディジタル画像をプリンタ309に出力する際の色処理装置300の動作を説明する。
【００２２】
　CPU 301は、ユーザ指示に従い、HDD 305に格納された画像処理アプリケーションを起動
し、グラフィックアクセラレータ306を制御して、画像処理アプリケーションのユーザイ
ンタフェイス(UI)をモニタ307に表示する。
【００２３】
　CPU 301は、UIを介したユーザの指示に従い、HDD 305に格納された画像データをメイン
メモリ302の所定領域にロードする。そして、グラフィックアクセラレータ306を制御して
、メインメモリ302に格納した画像データが表す画像をモニタ307に表示する。
【００２４】
　なお、CPU 301が実行する画像処理アプリケーションや、ロードする画像データは、HDD
 305に格納されたプログラムやデータには限られず、ネットワーク313に接続されたサー
バに格納されたプログラムやデータでもよい。また、USB I/F 308に接続されたディスク
ドライブやリーダに挿入されたディスクやメモリカードに格納されたプログラムやデータ
でもよい。また、以下では、メインメモリ302にロードされる画像データがRGB各色が符号
なし8ビットで表される画像データとして説明するが、これに限定されるわけではない。
【００２５】
　CPU 301は、UIを介してモニタ307に表示した画像を印刷する旨のユーザ指示を受信する
と、プリンタドライバにメインメモリ302に格納した画像データの印刷を指示する。プリ
ンタドライバは、後述する処理によって、RGB画像データをCMYK画像データに変換する。
そして、プリンタドライバは、CMYK画像データを、USB I/F 308を介して、プリンタ309に
送信する。プリンタ309は、受信したCMYK画像データが表す画像を記録媒体に印刷する。
【００２６】
［プリンタドライバ］
　図4はプリンタドライバの処理を示すフローチャートである。
【００２７】
　印刷を指示されると、プリンタドライバは、メインメモリ302にワークエリアを確保し
、カラーマッチング用のUIをモニタ307に表示する(S401)。
【００２８】
　図5はカラーマッチング用のUIの一例を示す図である。このUIは、ソースプロファイル
の選択用のドロップダウンコンボボックス501、デスティネーションプロファイルの選択
用のドロップダウンコンボボックス502、マッチング方法の選択用のラジオボタン503など
を備える。図5には、マッチング方法の名称として「見えに忠実」「好ましい」「彩度重
視」を例示する。同様のマッチング方法を表す名称として「カラーリメトリック(colorim
etric、測色的)」「パーセプチュアル（perceptual、色味重視）」「サチュレーション（
saturation、彩度重視）」などがある。
【００２９】
　ユーザが、図5に示すUIを操作して、ソースプロファイル、デスティネーションプロフ
ァイル、マッチング方法を選択し、OKボタン504を押すと、プリンタドライバは、それら
の選択情報を受信する(S402)。
【００３０】
　次に、プリンタドライバは、後述する処理に基づき選択したプロファイルの組み合わせ
と、マッチング方法から、プロファイルに格納された測色値を変換するか否かを判定し、
変換が必要な場合は測色値を変換する(S403)。続いて、プリンタドライバは、色補正ルッ
クアップテーブル(LUT)を作成する(S404)。なお、色補正LUTの作成処理の詳細は後述する
。
【００３１】
　図6は色補正LUTの構成例を示す図である。色補正LUTは、RGB色空間の格子点の座標値と
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、各格子点に対応する再現色のJab色空間の座標値の対応を記したデータ構造をもつ。デ
ータ構造の先頭にはRGB値の各ステップ（格子の座標値）が記述され、その後に、各格子
点に対応する再現色のJab値が、RGBの順にネストされて記述される。なお、色補正LUTの
データ構造が色分布を示すことから、色補正LUTを色分布データと呼ぶこともある。
【００３２】
　次に、プリンタドライバは、色補正LUTを参照して、RGB画像データを固定小数点のJab
データに変換し、メインメモリ302のワークエリアに格納する(S405)。この変換には、例
えば四面体補間を用いる。
【００３３】
　次に、プリンタドライバは、プリンタ309用の色変換LUTを参照して、JabデータをCMYK
画像データに変換し、メインメモリ302のワークエリアに格納する(S406)。なお、以下で
は、CMYK画像データがCMYK各色が符号なし8ビットで表される画像データとして説明する
が、これに限定されるわけではない。
【００３４】
　次に、プリンタドライバは、メインメモリに格納したCMYK画像データをプリンタ309へ
送信する(S407)。
【００３５】
●測色値の変換処理(S403)
　図7は測色値の変換処理を説明するフローチャートである。
【００３６】
　プリンタドライバは、ユーザが選択したソースプロファイル、デスティネーションプロ
ファイル、マッチング方法の情報を取得する(S701)。そして、ソースプロファイルとデス
ティネーションプロファイルに対応するデバイスが、発光測色デバイス（光源色デバイス
）と反射光測色デバイス（物体色デバイス）の組み合わせか否かを判定する(S702)。発光
測色デバイスと反射光測色デバイスの組み合わせ以外の場合は、測色値の変換は不要とし
て、変換処理を終了する。
【００３７】
　発光測色デバイスと反射光測色デバイスの組み合わせの場合、プリンタドライバは、マ
ッチング方法として「見えに忠実」が選択されたか否かを判定する(S703)。「見えに忠実
」以外の場合は、測色値の変換は不要として、変換処理を終了する。
【００３８】
マッチング方法が「見えに忠実」（測色的）の場合、プリンタドライバは、反射光測色デ
バイスのプロファイル内に予め格納された変換マトリクスを取得する(S704)。変換マトリ
クスは、接触型の測色器による測色値と、非接触型の測色器による測色値の対応関係を表
す多項式の変換情報である。なお、ここでは、プリンタ309で印刷する場合の処理を説明
しているから、変換マトリクスは、反射光測色デバイスのプリンタプロファイル（デステ
ィネーションプロファイル）から取得される。例えば、スキャナで読み取った画像をモニ
タに表示する場合の処理であれば、変換マトリクスは、反射光測色デバイスのスキャナプ
ロファイル（ソースプロファイル）から取得されることになる。
【００３９】
　図2はデバイスプロファイルの一例を示す図である。デバイスプロファイルは、観察条
件などが記述されるヘッダ部21と、デバイスの測色値が記述されるデバイスデータ格納部
22から構成される。そして、本実施例における反射光測色デバイスのプロファイルには、
プライベートデータとして変換マトリクス23が格納されている。
【００４０】
次に、プリンタドライバは、変換マトリクス23を使用して、変換マトリクス23の取得元の
プロファイルが格納する（接触型の測色器による）測色値（例えばLab値）を変換する。
そして、変換後の測色値（例えばLab値）をメインメモリ302のワークエリアに格納する(S
705)。変換後の測色値は、非接触型の測色器による測色値に等価である。以下では、変換
後の測色値を「疑似測色値」と呼ぶ。
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【００４１】
●色補正LUTの作成(S404)
　図8は色補正LUTの作成を説明するフローチャートである。
【００４２】
プリンタドライバは、ステップS701で取得したソースおよびデスティネーションプロファ
イルの測色値、または、ステップS705の変換によって得た疑似測色値を入力する(S801)。
【００４３】
　次に、プリンタドライバは、ステップS801で入力した測色値または疑似測色値に対して
CIECAM02の順変換を行う。そして、アピアランス空間であるJab空間において、測色値ま
たは疑似測色値から入力デバイスおよび出力デバイスの色域情報を生成する(S802)。図9
は色域情報の一例を示す図で、色域情報は複数のポリゴンの組み合わせで表現される。
【００４４】
　次に、プリンタドライバは、Jab空間において、マッチング方法に応じて、入力デバイ
スの色域を出力デバイスの色域にマッピングする色域写像を行う(S803)。マッチング方法
としては、例えば、色差最小法がある。そして、デスティネーションプロファイルのアピ
アランスパラメータ（図2参照）を用いたCIECAM02の逆変換により、色域写像結果のJab値
をXYZ値に変換する(S804)。さらに、デスティネーションプロファイルにより、色域写像
結果のXYZ値をRGB値に変換して色補正LUTを生成する(S805)。
【００４５】
　なお、アピアランスパラメータには、図2に示すように、白色点の座標WP、順応視野の
輝度La、周囲の影響を示す定数c、色誘導係数Nc、順応度の係数F、背景の相対輝度Ybなど
がある。
【００４６】
●色域情報の生成(S804)
　図10は、Jab空間において、測色値から色域情報を生成する処理を説明するフローチャ
ートである。
【００４７】
　プリンタドライバは、ソースプロファイルおよびデスティネーションプロファイルから
アピアランスパラメータ（図2参照）を取得し(S1001)、CIECAM02の順変換を用いて、測色
値の一つをJab値に変換する(S1002)。続いて、Jab値に未変換の測色値があるか否かを判
定し(S1003)、未変換の測色値があれば処理をステップS1002に戻す。また、未変換の測色
値がなければJab値に変換した測色値から、Jab色空間の入出力デバイスの色域情報を生成
する(S1004)。
【００４８】
このように、接触型の測色器による測色値と、非接触型の測色器による測色値の対応関係
を表す情報を変換マトリクスとして反射光測色デバイスのプロファイルに格納する。そし
て、発光測色デバイスと反射光測色デバイスの組み合わせの色変換を行う場合、色変換マ
トリクスにより、反射光測色デバイスのプロファイルに格納された測色値を変換して、非
接触型の測色器で測定した測色値に等価な疑似測色値を生成する。疑似測色値によって生
成される反射光測色デバイスの色域情報は、観察環境の周囲光を考慮したものになり、高
精度の色のマッチングが実現される。言い換えれば、非接触型の測色器を用いることなく
、接触型の測色値から観察環境の周囲光を考慮した測色値を算出することで、高精度の色
のマッチングが実現される。
【００４９】
　また、図2には、変換マトリクス23を一つだけプロファイルに格納する例を示した。し
かし、観察環境の周囲光に応じた複数の変換マトリクスをプロファイルに格納し、図5に
示すUIに観察環境の周囲光の選択機能を追加すれば、ユーザの観察環境に応じた色変換マ
トリクスにより、より精度が高い色のマッチングが実現される。
【００５０】
［他の実施例］
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　なお、本発明は、複数の機器（例えばコンピュータ、インタフェイス機器、リーダ、プ
リンタなど）から構成されるシステムに適用しても、一つの機器からなる装置（例えば、
複写機、ファクシミリ装置、制御装置など）に適用してもよい。
【００５１】
　また、本発明の目的は、上記実施例の機能を実現するコンピュータプログラムを記録し
た記憶媒体をシステムまたは装置に供給し、そのシステムまたは装置のコンピュータ（CP
UやMPU）が前記コンピュータプログラムを実行することでも達成される。この場合、記憶
媒体から読み出されたソフトウェア自体が上記実施例の機能を実現することになり、その
コンピュータプログラムと、そのコンピュータプログラムを記憶する、コンピュータが読
み取り可能な記憶媒体は本発明を構成する。
【００５２】
　また、前記コンピュータプログラムの実行により上記機能が実現されるだけではない。
つまり、そのコンピュータプログラムの指示により、コンピュータ上で稼働するオペレー
ティングシステム(OS)などが実際の処理の一部または全部を行い、それによって上記機能
が実現される場合も含む。
【００５３】
　また、前記コンピュータプログラムがコンピュータに接続された機能拡張カードやユニ
ットのメモリに書き込まれていてもよい。つまり、そのコンピュータプログラムの指示に
より、前記カードやユニットのCPUなどが実際の処理の一部または全部を行い、それによ
って上記機能が実現される場合も含む。
【００５４】
　本発明を前記記憶媒体に適用する場合、その記憶媒体には、先に説明したフローチャー
トに対応または関連するコンピュータプログラムが格納される。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】モニタRGBからプリンタRGBへの色変換処理を示す図、
【図２】デバイスプロファイルの一例を示す図、
【図３】実施例の色処理装置の構成例を示すブロック図、
【図４】プリンタドライバの処理を示すフローチャート、
【図５】カラーマッチング用のUIの一例を示す図、
【図６】色補正LUTの構成例を示す図、
【図７】測色値の変換処理を説明するフローチャート、
【図８】色補正LUTの作成を説明するフローチャート、
【図９】色域情報の一例を示す図、
【図１０】測色値から色域情報を生成する処理を説明するフローチャートである。
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